
   

 
 

国際スポーツ大会等の誘致・開催状況について 
 

１ 主な国際スポーツ大会の誘致・開催状況 

競技レベルの高い試合等を観戦することは、観戦者に夢や感動を与えるとともにスポー

ツへの関心や意欲を高める。また、まちの知名度やイメージアップのほか、集客力向上等

に伴う経済効果を生み、シビックプライドの醸成やまちのにぎわいづくりに繋がるため、

本市では各種国際スポーツ大会の誘致・開催にも力を入れている。 

年度 誘致・開催状況（令和 3年度以降） 

令和元年度 ◇ サッカー女子日本代表「MS＆AD CUP 2019」日本対南アフリカ（11 月） 

令和 2 年度 
◇ サッカーU-24 日本代表「SAISON CARD CUP 2021」日本対アルゼンチン 

（3 月） 

令和 3 年度 ◇ 2021 世界体操・新体操選手権北九州大会（10月） 

令和 4 年度 

◇ ラグビー日本代表「リポビタンＤチャレンジカップ 2022」 

日本対ウルグアイ（6月） ◇ ATTU 第 31 回東アジアホープス卓球大会（12 月） ◇ WDSF Breaking for Gold World Series in 北九州（2 月） 

令和 5 年度 

◇ サッカー女子日本代表国際親善試合 日本対アルゼンチン（9 月） ◇ マイナビ ツール・ド・九州 2023（10 月） ◇ 北九州アーバンスポーツフェスティバル 2024（3月） ◇ サッカーU-23 日本代表国際親善試合 日本対ウクライナ（3 月） 

令和 6 年度 

◇ ラグビー女子 7人制 太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ 2024（4 月） ◇ バレーボールネーションズリーグ 2024 福岡大会（6 月） ◇ ラグビー女子 15人制 太陽生命 JAPAN RUGBY CHALLENGE SERIES 2024 

日本代表対アメリカ代表 ◇ 2024 体操ニッポン GALA in 北九州（9 月） ◇ マイナビ ツール・ド・九州 2024 小倉城クリテリウム（10 月） ◇ 第 2 回 FIG パルクール世界選手権・北九州（11月） ◇ 第 1 回 FIG パルクールジュニア世界選手権・北九州（11 月） ◇ 卓球 WTT 男女ファイナルズ福岡 2024（11 月） ◇ Breaking World Match 2025 日韓対抗戦（2 月） 
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2024 体操ニッポン GALA in 北九州 

 

 

 

 

 

 

【概要結果】 

  2024 パリオリンピック競技大会の終了後、体操競技・新体操・トランポリンの日本代表選手

らによる全国の応援への感謝、開催地での競技普及、競技・選手の価値向上などを趣旨としたイ

ベントが開催された。 

パリオリンピックのメダリスト、出場者を含む日本代表選手らが参加した。本番さながらの華

麗な演技や、リラックスした雰囲気でのコミカルな演技まで、選手による解説を交えながらのエ

キシビションが披露された。また、地元ジュニア選手らの演技を日本代表選手が評価したり、トー

クショーで観客の質問に答えたりと、交流やファンサービスも図られた。 

 

【参加選手】 

○体操競技（パリオリンピック出場）/男子：岡慎之助、萱和磨、杉野正尭、谷川航、橋本大輝 

女子：牛奥小羽、岡村真、岸里奈、中村遥香 

○新体操（フェアリージャパン POLA）/生野風花、稲木李菜子、鈴木歩佳、田口久乃、竹中七海、西本愛実 

○トランポリン（パリオリンピック出場）/男子：西岡隆成、女子：森ひかる 

 

【大会開催による効果】 

〇スポーツ振興 ○観るスポーツの機会充実 〇体操競技・新体操・トランポリンの普及・拡大 

 

【本市の主な取組み】 

○福岡県体操協会と協力しての企画・運営支援 

○SNS や広報誌等での情報発信実施/X（スポーツコミッション北九州）、市 HP、市政だより 

○チラシ・ポスター・デジタルサイネージによる告知 

主なスポーツ施設（19 施設）、市民センター（全 136 館）、観光案内所（4 か所）、 

市内大学（10 校）、高校・大学の体操部・新体操部・競技団体等（12 団体）、など 

 

【その他】 

北九州市、長野県長野市、青森県弘前市の全国 3 か所のみで開催された。北九州市では、

2012 年ロンドンオリンピック後の開催以来、2 回目。 

 

開 催 日 令和 6 年 9 月 29 日（日） 

会   場 北九州市立総合体育館 

主   催 公益財団法人 日本体操協会 

観 客 数 2,866 人 

選手集合 トークショー 選手による解説 新体操 

体操男子 体操女子 ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ男子 ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ女子 選手入場 
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マイナビ ツール・ド・九州２０２4 小倉城クリテリウム 

 

開催日時 令和６年１０月１１日（金） 

会場 小倉城周辺 

レースカテゴリー UCI 認定 国際ロードレース 

主催 ツール・ド・九州２０２４実行委員会、（一社）ツール・ド・九州 

参加チーム １７チーム（１００名） 

観客数（速報値） 約 1４,000 人 

●令和３年５月、九州地域戦略会議において、令和５年に九州で初めてとなるステージ

転戦型の国際サイクルロードレースを開催されることが決定した。 

●昨年に続き、２年連続開催となった。 
 

【ツール・ド・九州２０２４ ステージ紹介】 

日程 種別 

１０月１１日（金） エキシビジョンレース 小倉城クリテリウム 

１０月１２日（土） 
ステージレース 

（ロードレース） 

大分ステージ 

１０月１３日（日） 熊本阿蘇ステージ 

１０月１４日（月） 福岡ステージ 

 

【小倉城クリテリウム当日の様子】 

１０月１１日（金）、小倉城周辺でエキシビジョンレース「小倉城クリテリウム」開催。 
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第２回 FIG パルクール世界選手権・北九州 

第１回ＦＩＧパルクールジュニア世界選手権・北九州 

 

【概要結果】 

  2022 年に東京都有明で開催された第１回大会に続き、第２回大会が北九州市で開催され、４９

カ国から１５３名の選手が参加した。小倉城を背景にした北九州市ならではの特設会場を設置。雨

天のため競技が一部中止となったが、全種目で順位を確定し終了した。 

大会開催前の約２週間に、世界トップレベルの男女２名の選手により、小学校での体験教室や一

般向けの体験イベントも実施。 

  

【大会開催による効果】 

〇スポーツ振興 ○インバウンド需要・消費 〇アーバンスポーツの普及・拡大 

 

【本市の取組み】 

○都市装飾 

小倉駅階段広告（左右両方）、JAM 広場大型バナー広告掲示、商店街のぼり掲出、 

PR 動画放映（JAM ビジョン、リバーウォークビジョン、小倉駅９面マルチビジョン 

○SNS や広報誌での情報発信実施 

○アーバンスポーツイベント 

世界選手権開催にあわせ、会場前の道路（小文字通）を封鎖し、アーバンスポーツ（BMX, 

スケボー、ブレイキン）のデモンストレーションや体験イベントを実施 

 

【SDGｓ・エコの取組み】 

○ミールチケットの配布（フードロス対策）:大会関係者、スタッフ、ボランティアの弁当廃止 

○キッチンカーのサステナブル化：各店舗が独自にエコな取組実施（プラ不使用、竹箸使用） 

○電気のサステナブル化：大会運営に「北九州市産の電気」を一部導入 

 

開催日時 令和６年１１月１５日（金）～１７日（日） 

会   場 勝山公園内 特設会場 

主   催 
国際体操連盟 

公益財団法人 日本体操協会 

参 加 国 
４９カ国・１５３選手 

（シニア４８ヵ国・１２２選手、ジュニア１１ヵ国・３１選手） 

観 客 数 
30,000 人 

（15 日：3,000 人、16 日：12,000 人、17 日：15,000 人） 

道路封鎖イベント 小学校体験教室 オープニングセレモニー 小倉城背景のコース 
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WTT ファイナルズ福岡２０２４ 
 

開催日時 令和 6 年 11 月 20 日(水)～24 日（日）   

会   場 北九州市立総合体育館 

主   催 WTT（World Table Tennis） 

種   目 
男子シングルス、男子ダブルス、 

女子シングルス、女子ダブルス 

出場した 

日本人選手 

男子：張本智和、戸上隼輔、篠塚大登 

女子：早田ひな、大藤沙月、伊藤美誠、平野美宇、張本美和、 

    横井咲桜、佐藤瞳、橋本帆乃香、木原美悠、長﨑美柚 

入場者数 15，245 名 
 

【概要】 

 卓球 WTT シリーズの年間チャンピオンを決めるファイナルズ。最終ラウンド終了時点で

の世界ランキングトップ 16 名とダブルス 8 組が集結。北九州市での開催は初で、さらに

男女同時開催は日本初。 
 

【試合結果】 

 

 

 

 

 

 

【大会当日の様子】 

 優勝 準優勝 

男子シングルス 王楚欽（中国） 張本智和（日本） 

女子シングルス 王曼昱（中国） 陳幸同（中国） 

男子ダブルス 
F.ルブラン（フランス） 

A.ルブラン（フランス） 

戸上隼輔（日本） 

篠塚大登（日本） 

女子ダブルス 
佐藤瞳（日本） 

橋本帆乃香（日本） 

大藤沙月（日本） 

横井咲桜（日本） 

張本智和選手 ｖｓ 王楚欽選手 北九州市出身の早田ひな選手 

小倉城、魚町銀天街での記念撮影 
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令和６年１０月３１日 

北九州市都市ブランド創造局 

報道機関各位 

「Breaking World Match 2025」北九州市で開催決定！ 

 

今年２月に福岡市で開催された「Breaking World Match 2024」の日米

戦に続き、今回２回目の大会として、北九州市で日韓戦が行われます。 

 

記 

 
大 会 名  東急不動産ホールディングス Breaking World Match 2025 

（トウキュウフドウサンホールディングス ブレイキン ワールドマッチ ニセンニジュウゴ） 

 

日 程  令和７年２月２２日（土）  

※開場・開始・終了時間未定/決定次第発表 

 

会 場  J:COM 北九州芸術劇場 大ホール 

（北九州市小倉北区室町１丁目１-１-１１ リバーウォーク北九州内） 

 

主 催  Breaking World Match 2025大会実行委員会 

（公益社団法人日本ダンススポーツ連盟 / 福岡県 / 

   公益財団法人福岡県スポーツ推進基金 / RKB毎日放送株式会社） 

 

共 催  北九州市 

 

発表内容  別紙のとおり 

 

福岡県と日本ダンススポーツ連盟同時発表 

世界を動かす！北九州スポーツ大作戦 

【お問い合わせ先】 

都市ブランド創造局スポーツ振興課 

スポーツコミッション担当 

担当：三輪（課長）、小林 

TEL : 093-582-2411 

FAX：０９３-５８２-２６７７ 
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